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こ
の
世
に
生
を
受
け
て
、
「
あ
っ
」
と
い
う
間
に
八
十
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
た
。
い
よ
い
よ
残
り
少
な
い
余
生
を
悔

い
の
な
い
も
の
に
と
念
ず
る
。
今
静
か
に
過
ぎ
去
っ
た
八

十
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
る
時
、
人
生
の
不
思
議
な
運
命

に
驚
か
さ
れ
る
。
寿
命
は
生
ま
れ
た
時
か
ら
定
め
あ
る
と

い
う
が
、
父
は
七
十
九
歳
、
母
は
六
十
六
歳
で
こ
の
世
に

別
れ
を
告
げ
た
。
い
つ
の
間
に
か
父
母
の
年
齢
を
超
え
て

し
ま
っ
た
。
一
年
は
三
百
六
十
五
日
と
い
う
が
、
そ
の
う

ち
半
分
は
寝
て
暮
ら
す
の
で
、
本
当
の
意
味
は
二
百
日
に

満
た
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
短
い
の
も
当
然
か
も
知
れ
な

い
。 

 

昔
、
あ
る
人
が
「
神
様
は
、
な
ぜ
一
年
を
も
っ
と
長
い

も
の
に
し
て
く
れ
な
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
」
と
話
し
た
ら
、

「
そ
れ
だ
っ
た
ら
、
人
間
の
平
均
寿
命
は
半
分
に
な
っ
て

し
ま
う
だ
ろ
う
」
と
言
わ
れ
て
苦
笑
し
て
し
ま
っ
た
人
の

話
が
あ
っ
た
。 

 

今
日
ま
で
の
人
生
で
生
涯
心
か
ら
離
れ
な
い
も
の
が
あ

る
。
昭
和
十(

一
九
三
五)

年
十
二
月
、
十
歳
の
時
、
今
は

異
国
の
地
と
な
っ
た
樺
太
に
移
住
し
、
寒
さ
に
耐
え
、
一

年
の
う
ち
お
よ
そ
半
分
は
ラ
ン
プ
の
生
活
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
こ
の
間
、
登
校
下
校
に
は
渡
し
舟
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。 

 

間
も
な
く
十
五
歳
を
迎
え
る
四
月
、
こ
の
地
か
ら
親
戚

を
頼
っ
て
単
身
上
京
し
、
五
年
近
く
親
の
仕
送
り
を
受
け

ず
、
不
安
の
中
で
苦
し
い
生
活
で
あ
っ
た
が
、
い
つ
の
間

に
か
楽
し
く
な
っ
た
。 

 

昭
和
二
十
年
三
月
、
働
き
な
が
ら
五
年
制
の
商
業
学
校

を
卒
業
し
た
。
こ
の
頃
は
太
平
洋
戦
争
が
終
わ
り
に
近
く
、

勝
て
ぬ
戦
い
と
も
知
ら
ず
、
日
本
最
後
の
現
役
兵
と
し
て

樺
太
部
隊
に
召
集
さ
れ
、
わ
ず
か
五
十
日
で
終
戦
と
な
り
、

お
よ
そ
二
年
間
の
シ
ベ
リ
ア
抑
留
生
活
が
待
っ
て
い
た
。 

 
シ
ベ
リ
ア
地
方
、
ア
ム
ー
ル
川
の
河
口
に
位
置
す
る
ニ

コ
ラ
イ
エ
フ
ス
ク
と
い
う
地
方
都
市
で
あ
っ
た
。
零
下
四
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〇
度
の
極
寒
で
の
屋
外
作
業
、
重
い
ノ
ル
マ
を
課
せ
ら
れ

た
森
林
の
伐
採
作
業
に
従
事
し
、
多
く
の
仲
間
が
飢
え
と

寒
さ
に
耐
え
な
が
ら
、
同
僚
が
次
々
と
倒
れ
て
い
く
苦
闘

の
中
で
、
生
き
る
力
と
苦
し
み
を
体
験
し
た
。 

 

昭
和
二
十
二
年
夏
、
舞
鶴
に
上
陸
、
故
国
の
地
を
踏
ん

だ
と
き
の
感
涙
は
昨
日
の
よ
う
に
蘇
っ
て
く
る
。 

 

父
は
宮
崎
家
の
三
男
に
生
ま
れ
た
。
三
十
代
半
ば
に
樺

太
移
住
の
決
意
を
固
め
、
昭
和
の
初
め
頃
か
ら
出
稼
ぎ
に

よ
り
移
住
先
を
決
め
て
い
た
。 

 

昭
和
十
年
秋
、
故
郷
函
館
市
根
崎
町
を
後
に
し
た
。
そ

れ
か
ら
十
年
、
父
は
八
人
の
子
供
を
育
て
、
馬
車
馬
の
よ

う
に
働
い
た
。
し
か
し
真
夏
の
熱
い
太
陽
よ
り
も
、
暗
い

夜
道
を
静
か
に
照
ら
す
月
の
光
に
憧
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

一
家
の
中
で
も
家
政
全
般
を
知
ら
ぬ
子
供
に
は
、
苦
労
し

て
稼
ぐ
父
よ
り
も
、
直
接
慈
愛
を
注
ぐ
母
に
す
が
る
も
の

で
あ
る
。
東
京
で
の
苦
学
、
シ
ベ
リ
ア
の
労
苦
、
布
団
に

入
る
と
母
の
顔
が
瞼
に
浮
か
び
、
涙
し
た
日
々
が
郷
愁
と

と
も
に
思
い
出
さ
れ
る
。 

 
 

シ
ベ
リ
ア
抑
留
記 

一
、
昭
和
二
十
年
六
月
末
近
く
、
沖
縄
戦
の
死
闘
続
く
中
、

我
ら
皇
国
の
兵
と
し
て
、
樺
太
大
泊
に
集
め
ら
れ
、
戦

争
開
始
か
ら
早
三
年
余
、
朝
に
夕
に
勝
利
を
信
じ
つ
つ

空
腹
と
訓
練
の
辛
さ
を
耐
え
忍
ぶ
。 

二
、
我
が
中
隊
は
ア
メ
リ
カ
侵
攻
軍
を
防
ぐ
た
め
、
ア
ッ

ツ
、
キ
ス
カ
の
悲
報
を
胸
に
秘
め
、
古
兵
し
ご
き
の
下
、

に
わ
か
仕
込
み
の
師
団
通
信
兵
。 

三
、
戦
況
悪
化
、
本
土
に
敵
機
来
襲
す
。
本
土
決
戦
叫
ぶ

中
、
八
月
に
至
り
原
子
爆
弾
投
下
さ
れ
、
神
風
つ
い
に

表
れ
ず
。 

四
、
八
月
九
日
、
ソ
連
突
如
日
本
に
宣
戦
し
、
こ
れ
に
応

戦
せ
し
在
満
樺
太
軍
、
敵
戦
車
の
下
に
死
に
行
け
り
。 

五
、
こ
の
情
報
我
ら
聴
く
、
戦
い
終
わ
る
十
五
日
、
玉
音

悲
し
く
報
ぜ
ら
る
。
忍
び
難
き
を
忍
べ
よ
と
、
戦
い
終

わ
り
日
が
暮
れ
て
、
白
旗
立
て
る
情
け
な
や
。 

六
、
一
列
縦
隊
、
武
器
返
納
。
樺
太
島
に
秋
が
来
て
愛
惜

涙
の
雨
が
降
る
。
恨
み
は
深
し
ソ
連
軍
、
か
っ
て
我
ら

が
中
隊
大
泊
で
、
武
装
解
除
は
豊
原
で
、
将
兵
つ
い
に
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別
れ
た
り
。 

七
、
十
月
の
終
わ
り
秋
早
く
、
ど
こ
へ
行
く
の
や
船
の
中
。

港
離
れ
て
や
や
し
ば
し
、
あ
あ
無
念
。
進
路
は
北
に
向

か
っ
て
お
り
、
礼
文
、
利
尻
の
影
見
え
ず
。 

八
、
暗
き
船
底
二
日
二
夜
、
エ
ン
ジ
ン
止
ま
り
岸
に
着
く
、

次
々
上
が
る
異
国
の
地
。
岸
壁
高
く
、
ス
タ
ー
リ
ン
ほ

か
、
ソ
連
高
官
画
像
あ
り
。 

九
、
ソ
連
将
校
、
岸
を
歩
み
て
我
ら
を
見
る
。
歩
む
我
ら

の
両
側
に
銃
剣
監
視
兵
付
き
ま
と
い
。
沿
道
の
人
々
珍

し
げ
に
し
ば
し
見
る
。 

十
、
地
上
は
既
に
雪
あ
り
て
、
入
る
は
ニ
コ
ラ
イ
収
容
所
、

有
刺
鉄
線
張
り
し
中
、
二
段
ベ
ッ
ド
に
古
毛
布
、
着
の

身
着
た
ま
ま
寝
る
夜
は
、
体
は
冷
え
て
寝
も
や
ら
ず
。 

十
一
、
ペ
チ
カ
は
冷
え
て
暖
気
な
し
。
三
〇
〇
グ
ラ
ム
の

黒
パ
ン
に
、
味
つ
け
悲
し
塩
ス
ー
プ
。
粟
、
豆
、
麩
（
フ

ス
マ
）
、
コ
ウ
リ
ャ
ン
も
飯
の
う
ち
。 

十
二
、
昭
和
二
十
一
年
の
年
も
明
け
、
ス
コ
ー
ラ
ダ
モ
イ

と
お
だ
て
ら
れ
、
飢
え
と
寒
さ
の
酷
作
業
。
今
日
も
昨

日
も
生
地
獄
、
無
情
一
入
感
ぜ
ら
る
。 

十
三
、
作
業
終
え
、
疲
れ
て
帰
る
重
い
足
、
ラ
ー
ゲ
ル
の

薪
焚
く
煙
し
ら
じ
ら
と
、
夕
陽
さ
え
ぎ
る
シ
ベ
リ
ア
の

冬
。 

十
四
、
憩
い
の
我
ら
収
容
所
、
裸
電
球
暗
い
部
屋
、
隣
は

民
間
囚
人
刑
務
所
、
望
楼
の
兵
士
の
銃
口
見
え
、
近
づ

く
者
は
殺
さ
れ
る
。 

十
五
、
朝
ま
だ
暗
き
酷
寒
に
、
作
業
整
列
命
ぜ
ら
れ
、
今

日
も
明
日
も
生
地
獄
、
ア
ム
ー
ル
川
の
丸
太
揚
げ
。 

十
六
、
風
に
吹
か
れ
て
西
か
ら
東
、
雲
よ
流
れ
て
ど
こ
へ

行
く
、
祖
国
の
上
を
通
る
だ
ろ
う
、
雲
は
応
え
ず
涙
雨
。 

十
七
、
語
ら
う
友
の
声
も
絶
え
、
明
日
の
命
の
定
め
な
く
、

遠
い
見
知
ら
ぬ
シ
ベ
リ
ア
で
、
東
の
空
に
合
掌
す
。 

十
八
、
待
て
ど
暮
ら
せ
ど
船
は
来
ず
、

た
か集

る
し
ら
み
に
さ

い
な
ま
れ
、
た
だ
食
い
た
い
だ
け
の
朝
昼
晩
。 

十
九
、
異
国
の
涯
に
、
屍
を
埋
め
し
友
よ
、
雪
の
シ
ベ
リ

ア
身
も
凍
る
、
友
よ
眠
れ
よ
安
ら
か
に
、
帰
国
で
き
た

ら
遺
族
に
語
り
た
い
。 

二
十
、
帰
り
を
待
ち
わ
び
る
故
郷
の
、
父
母
妻
子
の
姿
が

目
に
浮
か
ぶ
、
雁
よ
鳴
き
鳴
き
ど
こ
へ
行
く
、
俺
も
な
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り
た
い
渡
り
鳥
。 

二
十
一
、
父
上
母
上
、
妻
や
子
は
、
便
り
せ
ぬ
身
を
、
語

り
合
う
て
か
案
じ
て
か
、
心
に
祈
る
星
空
を
、
あ
あ
懐

か
し
の
北
斗
星
。 

二
十
二
、
南
を
目
指
し
幾
百
里
、
ア
ム
ー
ル
川
を
遡
る
、

シ
ベ
リ
ア
鉄
道
鈍
い
旅
、
捕
虜
の
鎖
は
解
き
放
さ
れ
て
、

感
極
ま
っ
て
た
だ
涙
。 

二
十
三
、
よ
く
も
こ
こ
ま
で
生
き
抜
い
た
、
命
も
春
に
還

り
咲
き
、
帰
国
列
車
が
気
に
か
か
る
、
い
ざ
乗
船
に
足

早
く
、
残
さ
れ
ま
い
と
気
が
騒
ぐ
。 

二
十
四
、
懐
か
し
の
白
衣
の
乙
女
赤
十
字
、
あ
あ
本
当
に

帰
れ
た
と
た
だ
涙
、
航
跡
を
眺
め
感
無
量
。 

 

虜
囚
、
流
涙
、
帰
国
の
希
望
も
失
わ
れ
た
二
年
近
く
、

未
だ
か
つ
て
味
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
貴
い
体
験
を
つ
ん
で
、

昭
和
二
十
二
年
七
月
、
待
望
の
故
郷
へ
向
け
て
、
波
穏
や

か
な
日
本
海
帰
還
船
遠
州
丸
に
て
、
憧
れ
の
故
国
、
舞
鶴

港
へ
。 

シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
思
い
出 

福
島
県 

 

橋 

本 

宗 
明 

 
 

  

私
は
シ
ベ
リ
ア
に
三
年
ぐ
ら
い
い
た
け
れ
ど
も
、
そ
の

こ
と
も
あ
ま
り
多
く
語
っ
た
こ
と
は
な
い
と
記
憶
し
て
お

り
ま
す
。
高
等
学
校
で
二
十
年
間
生
徒
の
前
で
い
ろ
い
ろ

話
を
し
て
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
間
に
も
あ
ま
り
多

く
を
触
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
思
い

ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
私
が
ま
と
め
て
体
験
を
ご
紹

介
す
る
の
は
全
く
の
初
め
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

い
ろ
ん
な
意
味
で
、
私
の
人
生
、
物
の
考
え
方
に
多
く

の
こ
と
を
残
し
て
く
れ
た
の
は
、
間
違
い
な
く
抑
留
体
験

で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
と
も
に
そ
の
こ
と
に
触
れ
る
こ
と
に
、

あ
る
意
味
で
心
の
中
で
恐
れ
を
感
じ
て
い
た
と
い
う
こ
と

も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。 

 

一
応
私
の
経
歴
を
や
や
詳
し
く
申
し
上
げ
て
み
ま
す
が
、

私
は
現
役
の
兵
隊
と
し
て
は
一
番
最
後
の
初
年
兵
で
ご
ざ

い
ま
す
。
大
正
十
四(

一
九
二
五)

年
生
ま
れ
。
十
五
年
生


